
 

北
区
王
子
か
ら
流
れ
來
る
音
無
川
は
三
ノ
輪
橋
（
日
光

街
道
と
常
磐
線
ガ
ー
ド
前
）
で
山
谷
堀
と
思
川
（
明
治
通

り
）
と
小
塚
原
用
水
に
分
か
れ
ま
す
が
、
こ
じ
き
ガ
ー
ド

を
く
ぐ
る
と
土
手
沿
い
に
流
れ
る
一
本
が
JR
南
千
住
駅
前

を
通
っ
て
い
ま
し
た
。
三
ノ
輪
橋
の
た
も
と
に
は
大
福
餅

を
売
る
大
き
な
店
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
じ
き
カ
ー
ド
ま
で

の
道
は
浄
閑
寺
の
墓
地
が
丸
見
え
す
る
暗
く
て
気
味
の
悪

い
道
で
し
た
。
戦
後
の
一
時
期
に
は
浄
閑
寺
の
角
に
、
た

ぬ
き
や
い
の
し
し
等
の
野
獣
を
店
頭
に
ぶ
ら
下
げ
て
売
る

「
も
も
ん
じ
屋
」
が
で
き
ま
し
た
が
、
長
く

は
続
か
ず
程
な
く
閉
店
し
ま
し
た
。

こ
じ
き
カ
ー
ド
を
く
ぐ
り
南
千
住
駅
に
向

か
っ
て
流
れ
る
細
い
川
の
近
く
（
今
の
尾
花

さ
ん
の
手
前
あ
た
り
）
に
金
魚
の
養
殖
池
が

あ
り
ま
し
た
。
大
雨
が
降
る
と
川
に
逃
げ
出

し
た
金
魚
を
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で
捕
ま

え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
大
雨
で
南
千
住
駅

前
は
大
人
の
ひ
ざ
位
ま
で
水
が
出
て
歩
く
の

が
大
変
で
し
た
。
杖
や
棒
、
竿
を
持
っ
て
マ
ン
ホ
ー
ル
の

穴
に
落
ち
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
が
ら
道
路
を
歩
き
ま
し

た
。
今
は
出
水
し
て
困
る
こ
と
は
無
く
な
り
住
み
よ
い
町

に
な
り
ま
し
た
。

明
治
三
十
三
年
の
大
洪
水
で
首
ま
で
浸
か
っ
た
お
地
蔵

様
が
コ
ツ
通
り
回
向
院
の
隣
り
の
延
命
寺
に
あ
り
ま
す
。

明
治
二
十
八
年
、
お
地
蔵
様
は
常
磐
線
が
出
来
る
時
に
線

路
南
側
に
あ
っ
た
法
華
庵
と
呼
ば
れ
た
寺
か
ら
移
転
し
ま

し
た
。
散
歩
が
て
ら
に
来
て
み
て
く
だ
さ
い
。

色
々
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
書
き
残

す
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

コ
ツ
通
り
杉
山
六
郎
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吉
田
喜
一
教
授
の

も
の
つ
く
り
工
学
便
り

都
立
産
技
高
専
名
誉
教
授

吉
田
喜
一

荒

川

区

域

は
か
つ
て
江

戸

・
東

京

の
近

郊

農

村
で
し
た
。
汐
入
大
根
、
荒
木
田
大
根
、
三
河

島
菜
、
谷
中
生
姜
な
ど
の
産
地
で
し
た
。
そ
し
て
、

明

治

政

府

の
殖

産

興

業

政

策

で
大

中

小

の
工

場
が
で
き
ま
し
た
。

荒
川
区
に
は
各
種
産
業
が
集
積
し
ま
し
た
。

紡
績
、
羊
毛
、
電
力
、
造
船
、
ガ
ス
、
製
紙
（
ボ
ー

ル
紙
も
）
、
材
木
、
家
具
、
自
転
車
、
皮
革
製
品
、

豚
油
、
鉛
筆
等
の
生
産
で
す
。

荒
川
区
特
に
南
千
住
は
、
日
本
の
産
業
革
命

発
祥
の
地
と
い
う
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

荒
川
区
に
残
っ
た
産
業
遺
産
の
、
見
学
を
兼
ね

た
散
歩
を
秋
に
計
画
す
る
つ
も
り
で
す
。
間
近

か
に
な
っ
た
ら
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
ま
す
の
で
、
ご
参

加
で
き
る
方
は
こ
の
ミ
ニ
コ
ミ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

荒
川
区
の
産
業

こ
ん
に
ち
は
、
メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
４
代
目
で
す
。
８
月
１
日
（
木
）
、

前
々
か
ら
予
約
し
て
い
た
航
空
券
を
利
用
し
て
、
庄
内
地
方
の
日
帰
り
旅
を

し
て
参
り
ま
し
た
。

往
路
は
、
久
し
ぶ
り
に
羽
田
空
港
か
ら

出
発
で
す
。
離
陸
し
て
か
ら
の
東
京
の
俯

瞰
を
楽
し
み
、
機
内
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
ん
で
い
る
う
ち
に
、
眼
下
に
は
猪
苗

代
湖
が
見
え
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
雪

の
残
る
月
山
を
横
目
に
し
、
日
本
海
上
空

を
旋
回
し
て
あ
っ
と
い
う
間
に
庄
内
空
港

に
到
着
で
す
。

空
港
か
ら
は
レ
ン
タ
カ
ー
に
て
、
海
沿
い
の
道
を
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
で
、

鶴
岡
市
立
加
茂
水
族
館
に
向
か
い
ま
し
た
。
か
つ
て
は
老
朽
化
と
集
客
難
で

閉
館
の
危
機
に
直
面
し
て
い
た
そ
う
で
す
が
、
館
長
の
手
腕
に
よ
っ
て
ク
ラ

ゲ
の
水
族
館
と
し
て
再
生
し
、
今
や
人
気
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
た
の
は
有

名
な
話
で
す
。
夏
休
み
と
あ
っ
て
、
親
子
連
れ
を
中
心
に
大
変
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
神
秘
的
な
ク
ラ
ゲ
の
姿
や
、
ア
ザ
ラ
シ
の
シ
ョ
ー
、
ウ
ミ
ネ
コ
の

飛
来
な
ど
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
ん
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
昼
食
の
ク
ラ
ゲ
ラ
ー
メ

ン
を
味
わ
っ
て
か
ら
後
に
し
ま
し
た
。

復
路
の
成
田
行
き
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
は
、
こ
の
日
か
ら
運
航
開
始
の
折
り

返
し
初
便
で
す
。
就
航
祝
い
で
大
勢
の
人
が
集
ま
り
華
や
い
だ
雰
囲
気
の
空

港
に
、
成
田
か
ら
到
着
し
た
初
便
の
機
体
は
、
待
機
し
て
い
た
消
防
車
に
よ

る
放
水
の
ア
ー
チ
を
く
ぐ
っ
て
歓
迎
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
成
田
へ
出
発
す

る
旅
客
に
も
、
就
航
記
念
グ
ッ
ズ
が
配
布
さ
れ
、
思
い
出
に
残
る
帰
路
の
フ

ラ
イ
ト
に
な
り
ま
し
た
。
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★
休
業
日
の
ご
案
内
★
（
原
則
、
火
曜
定
休
で
す
）

８
～
９
月
…
毎
週
火
曜
日
は
休
業
日
で
す
。

★
営
業
時
間
の
ご
案
内
★

平
日
（
月
～
金
）
…
AM
９
時
～
PM
６
時
30
分

土
休
日
…
AM
10
時
～
PM
５
時

メ
ガ
ネ
の

祐
一
郎
君
の

ア
ド
バ
イ
ス

消費生活

アドバイザー

佐藤祐一郎

金
魚
池

庄
内
・
ク
ラ
ゲ
の
加
茂
水
族
館

夏
の
日
帰
り
旅

８
月
31
日
ま
で
「
Ｈ
Ｏ
Ｔ
！

Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｍ
Ｅ
Ｒ

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｅ
」
開
催
中
で
す
。

お
知
ら
せ
、
各
種
ご
案
内
な
ど
は
当
店
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

検
索
は
「
南
千
住

メ
ガ
ネ
の
サ
ト
ウ
」
で
ど
う
ぞ
。

【往路】全日空
ＮＨ393便
羽田空港6：55発
庄内空港7：55着
運賃など…5,815円
（ＡＮＡ海外サイト購入）
【復路】ジェットスター
ＧＫ776便
庄内空港14：50発
成田空港15：55着
運賃など…1,844円
（就航記念特別運賃）


